
（別紙３）

～ ２０２６年　３月　１５日

（対象者数） 8 （回答者数） 7

～ ２０２６年　２月　２８日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今よりさらに子どもたちや保護者様が楽しみに通園してもら

えるよう、もっと保護者様とも密にお話を聞き、職員間で情

報の共有に時間を使っていきます。

2

コロナ禍で培ったものを生かして、衛生面や整理整頓を徹底

していく。より安心、安全の環境作りを心がけていきたいと

思います。

3
今後も職員全員が保護者様に寄り添うことができるような体

制を心がけていきたいと考えます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

専門的なペアレントトレーニングの実施は難しいかと思いま

すが、家族支援の観点から今後も寄り添った支援を行い、一

緒に考えていく、成長していくことを目標にしていきます。

情報提供についてはしっかりと情報発信できるよう仕組みづ

くりに取り組んでいきます。

2

必要な人材確保ができるまでは、今いる職員が研修や実務を

重ねて、専門性につながる支援を取り組んでいくようにして

いきます。

3

学園だより（紙ベースの通信）は継続しつつ、保護者様の理

解を得た上で、SNSの活用を積極的に行うことで、保護者の

皆様だけでなく興味のある方にも、どんぐり学園での日常を

知っていただけるよう、取り組んでいくようにします。

○事業所名 どんぐり学園　河南校

○保護者評価実施期間
２０２６年　２月　１６日

○保護者評価有効回答数

２０２６年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２６年　４月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこども

や保護者に対して発信されていますか。

定期的な通信やホームページでのダイアリー更新は行っていま

すが、SNSなどインターネット経由の誰でも閲覧できる環境下

での掲載は、個人情報保護の観点から、情報発信が限定的なも

のになってしまっています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族に対して家族支援プログラム（ペアレント・トレーニング

等）や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ

ていない

保護者様からの個別相談に対するアドバイスや助言、寄り添っ

た対応を努めていますが、保護者様対象の研修会等、全体での

取り組みはできていません。

専門職による支援

作業療法士、言語聴覚士、心理的支援など専門職による直接支

援が望ましいが、現段階では人材確保することができていませ

ん。

子どもが通所を楽しみにしている

子どもの成長に関して一番大切なことだと考えています。毎日

楽しみに通園できる場所、自分の居場所と感じられるようにし

ています。子どもたちに選択肢を作ってご自身に選べるよう

に、表情や非言語からも読み取るよう努めています。職員間で

その日の様子を共有し、子どもたちにとってよりよい環境につ

なげています。

子どもの活動スペースが十分に確保されている

１階と２階にプレイルームがあり、十分な広さを確保していま

す。またおもちゃや遊具は必ずその都度片付ける、片付け場所

も戻しやすいように工夫しています。

子どもや保護者様との意思の疎通や情報伝達のための配慮がさ

れている

日々の連絡帳に分かりやすい言葉で丁寧にその日の様子を伝え

ることを重視しています。また定期懇談の他に、送迎時にも何

かお困りごとがあっても気軽に伝えることのできる関係性を築

けるように努めています。

事業所における自己評価総括表公表


